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教室に参加した高齢者（52 歳～93 歳の男性 9 名、女性 35 名の合計 44 名）を対象としました。常総市
の地域公民館を訪問し、研究協力者にデジタルペンを用いて質問票の用紙に記入していただきました。
その後、デジタルペンの記録から記入内容のそれぞれの筆跡情報（例：平均筆速、加速度落ち込み回
数（図２参照）、筆圧）を分析しました。身体測定と運動機能（Physical and Motor Function：PMF：血
圧、身長、握力平均、開眼片足立ち、腹囲、Skeletal muscle index：SMI 等）を測定し、研究協力者の
運動能力を評価しました。これらの筆跡パラメータと PMF との関係を分散分析した結果、最も有用と考
えられる『ひと筆書き図形模写（図１参照）』において、加速度落ち込み回数やこれを用いた複合パラメ












図１．ひと筆書き図形模写の例              図２．加速度落ち込み回数の例 
研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント 
① 高齢者の生活の質（QOL）や心身の健康維持のためのスクリーニングツール 
② 転倒予防・寝たきりの防止工学 
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